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3
月
15
日
付
の
新
聞
、
Ｔ
Ｖ
は
こ
ぞ
っ

て
政
府
が
食
糧
自
給
率
向
上
の
目
標
値
を

民
主
党
政
権
時
代
に
定
め
た
50
％
か
ら
45

％
に
引
き
下
げ
る
こ
と
を
報
道
し
て
い

る
。
新
た
な
食
料
自
給
率
の
目
標
を
盛
り

込
ん
だ
、「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」

は
、
来
月
上
旬
に
も
閣
議
決
定
さ
れ
る
予

定
だ
そ
う
だ
。

本
誌
は
か
ね
て
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
食

糧
自
給
率
向
上
を
叫
ぶ
政
策
が
、
農
業
予

算
獲
得
の
理
屈
付
け
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を

批
判
し
て
き
た
が
、
農
業
団
体
の
意
向
を

受
け
た
そ
の
農
業
政
策
の
荒
唐
無
稽
さ

は
、
新
た
な
基
本
計
画
も
変
わ
ら
な
い
。

そ
し
て
、
民
主
党
政
権
時
代
の
自
給
率
向

上
目
標
50
％
は
も
と
よ
り
、
今
回
の
自
給

率
向
上
目
標
に
お
い
て
も
、
過
大
な
財
政

負
担
を
伴
う
飼
料
米
の
増
産

以
外
何
も
具
体
的
な
自
給
率

向
上
の
手
段
も
根
拠
も
示
さ

れ
て
は
い
な
い
。
今
回
の
変

更
は
、
主
食
用
米
の
減
産
と

自
給
率
向
上
と
い
う
建
前
で
要
求
し
よ
う

と
し
た
交
付
金
の
増
額
を
財
務
省
か
ら
ダ

メ
だ
し
さ
れ
た
結
果
の
数
字
合
わ
せ
な
の

で
は
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

我
々
の
水
田
転
作
で
取
り
組
む
子
実
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
は
、
自
給
率
問
題
に
と

ど
ま
ら
ぬ
日
本
農
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
実
現
す
る
現
場
か
ら
の
提
案
で
あ
る
。

そ
れ
は
政
策
提
案
と
言
う
よ
り
、
続
け
ら

れ
る
は
ず
も
な
い
法
外
な
交
付
金
を
前
提

と
し
た
飼
料
米
政
策
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
農

業
経
営
者
の
自
己
防
衛
策
と
し
て
取
り
組

む
べ
き
経
営
戦
略
で
あ
る
。
水
田
で
の
畑

作
作
業
機
の
利
用
と
い
う
水
田
作
業
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
と
も
に
。

政
策
の
変
化
で
農
業
が
変
わ
る
の
で
は

な
い
。
現
実
の
生
産
者
と
需
要
者
の
取
り

組
み
に
政
策
が
追
従
し
て
く
る
の
だ
。

今
月
号
の
「
シ
リ
ー
ズ
・
水
田
農
業
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し
て
掲
載
し
た
叶
義

和
氏
の
「
食
料
自
給
率
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

国
産
化
の
寄
与
度
」
の
報
告
（
26
頁
）
を

是
非
読
ん
で
頂
き
た
い
。

叶
氏
は
、
本
誌
読
者
の
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
輸
入
や
農
業
農

村
の
環
境
変
化
に
関
す
る
本
誌
の
主
張
を

下
敷
き
に
し
て
、
食
糧
自
給
率
向
上
に
費

や
さ
れ
る
財
政
負
担
を
飼
料
米
と
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
と
の
場
合
で
試
算
し
た
。

同
氏
に
よ
れ
ば
、
飼
料
用
米
で
食
料
自

給
率
を
1
%
向
上
さ
せ
る
の
に
要
す
る
財

政
需
要
は
、標
準
単
収
で
4
2
1
0
億
円
、

多
収
性
品
種
で
4
9
2
0
億
円
も
か
か
る

と
い
う
。
仮
に
、
飼
料
用
米
で
総
合
食
料

自
給
率
を
40
%
か
ら
45
%
へ
、
5
%
引
き

上
げ
よ
う
と
す
る
場
合
、
年
間
２
兆
～
２

兆
5
千
億
円
の
財
政
需
要
が
発
生
す
る

が
、
そ
ん
な
お
金
を
使
う
こ
と
を
国
民
は

認
め
る
だ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
が
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
な
ら
転
作
助
成
は
１
％
向
上
で

1
0
3
0
億
円
。５
％
で
も
約
５
千
億
だ
。

標
準
単
収
飼
料
用
米
の
4
分
の
1
、
多
収

性
品
種
飼
料
用
米
の
5
分
の
1
で
済
む
。

北
海
道
長
沼
町
や
岩
見
沢
市
で
の
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
生
産
は
、
当
初
の
兵
庫
県
の
養

鶏
家
（
㈱
オ
ク
ノ
）
に
加
え
て
大
手
商
社

や
ホ
ク
レ
ン
、
食
品
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
よ

る
需
要
が
大
幅
に
増
え
、
供
給
不
足
が
心

配
さ
れ
る
ほ
ど
。
花
巻
市
内
で
も
盛
川
氏

等
と
養
豚
家
（
高
源
精
麦
㈱
）
と
が
耕
畜

連
携
。
さ
ら
に
宮
崎
県
川
南
町
で
エ
コ
フ

ィ
ー
ド
と
輸
入N

on-GM
O

ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
で
豚
用
の
飼
料
を
生
産
し
て
い
る
㈱
宮

崎
サ
ン
エ
フ
（
遠
藤
威
宜
社
長
）
が
年
間

で
７
千
㌧
以
上
の
国
産N

on-GM
O

ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
を
求
め
て
い
る
。
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
生
産
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
が
、

国
産
汎
用
コ
ン
バ
イ
ン
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

対
応
も
目
処
が
立
っ
て
き
た
。
規
模
拡
大

を
進
め
る
た
め
に
は
乾
燥
貯
蔵
施
設
が
必

要
と
な
る
な
ど
様
々
な
問
題
も
残
さ
れ
て

は
い
る
が
、
始
ま
っ
て
４
年
、
着
実
に
発

展
し
て
き
た
。
耕
種
農
家
と
畜
産
農
家
と

の
直
接
の
耕
畜
連
携
、
さ
ら
に
飼
料
仕
向

け
だ
け
で
な
く
、
食
品
や
コ
ー
ン
ス
タ
ー

チ
な
ど
へ
の
展
開
も
始
ま
る
。
こ
の
取
り

組
み
に
政
府
、
農
水
省
が
政
策
的
に
追
従

し
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

「江刺の稲」とは、用排水路に手刺しさ
れ、そのまま育った稲。全く管理され
ていないこの稲が、手をかけて育てた
畦の内側の稲より立派な成長を見せて
いる。「江刺の稲」の存在は、我々に何
を教えるのか。土と自然の不思議から
農業と経営の可能性を考えたい。 編集長 昆　吉則

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
が
農
業
政
策
を
変
え
る
日
が
来
る


